
２８ 材料物理科学専攻 学習課程 

 
材料物理科学専攻では確実な基礎学力を身につけた上で，急速に進展する材料科学分野の最先端をリ

ードする人材を育成するための講義，演習を用意している。本専攻が指定する必修科目，選択必修科目を

中心に，基礎から最先端のトピックスまでを連続するように用意された授業を系統的に履修することが望まし

い。 

 

【修士課程】 

人材養成の目的 

本課程では，材料科学および材料工学における基礎学力を身につけ，異分野の研究者・技術者と積極

的に交流し，持続可能な社会の構築に向けた新技術の研究開発を推進する能力を有し，グローバル社会で

活躍できる人材の養成を目的としている。 

 
学習目標 

本課程では，上記の目的のために，次のような能力を修得することを目指す。 

 ・ 材料科学および材料工学分野における専門学力と課題解決能力 

 ・ 材料科学および材料工学分野に関連する他分野に対する適応力 

 ・ 専門領域を含めた社会の広い分野における日本語および英語によるコミュニケーション能力 

 ・ 社会の価値基準と倫理観を踏まえて専門的に判断する能力 

 
学習内容 

本課程では，上記の能力を身につけるために，次のような内容に沿って学習する。 

Ａ） 専門学力と課題解決能力 

基礎学力を深化させ，専門学力と課題解決能力を養成するために，専門科目群を系統的に履修 

する。 

Ｂ） 専門周辺領域への適応力 

専門知識の意義と役割を理解し，異分野への適応力を養成するために，他専門科目と他専攻の 

専門科目等を履修する。 

Ｃ） 修士論文研究 

材料科学および材料工学分野における研究・開発能力を養成するために，修士論文研究を実施す

る。 

Ｄ） コミュニケーション・プレゼンテーション能力 

日本語および英語によるコミュニケーション能力を養成するために，研究関連科目と大学院教養共

通科目を履修し，研究発表や討論を行う。 

Ｅ） 研究者倫理 

科学的論理と倫理観を踏まえて専門的に判断する能力を養成するために，大学院教養共通科目を

履修し，討論を行う。 

 

修了要件 

本課程を修了するためには，次の要件を満たさなければならない。 

１。 30 単位以上を大学院授業科目から取得していること 

２。本専攻で指定された授業科目において，つぎの条件を満たすこと 

  ・講究科目を 8 単位，研究関連科目を 4 単位取得していること 

  ・指定する必修科目と選択必修科目を含めた専攻専門科目を12単位以上，他専門科目を4単位以上

取得していること 

  ・大学院教養・共通科目群の授業科目より 2 単位以上取得していること 



３。修士論文審査および最終試験に合格すること 

授業科目 

表１に本専攻における授業科目分類と修了に必要な単位数を示す。必要単位数は科目分類ごと，また科

目群ごとに指定され，また対応科目欄には科目選択にあたっての注記がある。右端の欄には科目と関連す

る学習内容を示す。学習申告にあたっては，科目と学習内容の関係を十分理解し，意識すること。 
表２は本専攻の修士課程における研究科目群の授業科目を示す。表３は，本専攻が指定する専攻科目

群を示し，「専攻専門科目」と「他専門科目」を示している。また，表４は本専攻が指定する大学院教養・共通

科目群を示す。付図１に，本専攻における選択必修科目の分類と履修すべき科目の数を示す。 
 

表１ 材料物理科学専攻授業科目分類および修了に必要な単位数 

授業科目 単位数 対応科目 

学習内

容との関

連 

研究科目群 12 単位   

講究科目 ・ 8 単位   表２の講究科目 A) 

研究関連科目 ・ 4 単位   表２の研究関連科目 D) 

専門科目群 16 単位以上   

専攻専門科目 ・12 単位以上 表３の専攻専門科目より選択 A) 

他専門科目 ・ 4 単位以上 表３の他専門科目より選択 B) 

大学院教養・共通科目群 2 単位以上   

   専攻指定科目 

人間社会と材料 

大学院国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科目 

大学院総合科目 

大学院広域科目 

大学院文明科目 

大学院キャリア科目 

大学院留学生科目 

・ 2 単位以上

・左記分類科目のいずれかから選

択（表４を参照） 

・大学院留学生科目は，外国人留

学生のみ履修可 

B), D), 

E) 

総単位数 30 単位以上 
上記科目群及びその他の大学院

授業科目から履修 

 

  

 

表２ 材料物理科学専攻 研究科目群 

分類 
申告 

番号 
区分 授 業 科 目 単位数 学期

学習 

内容 
備  考 

96701 ◎ 材料物理科学講究第一 0-2-0 前 A) 修士課程(1) 

96702 ◎ 材料物理科学講究第二 0-2-0 後 A) 修士課程(1) 

96703 ◎ 材料物理科学講究第三 0-2-0 前 A) 修士課程(2) 

講
究
科
目 

96704 ◎ 材料物理科学講究第四 0-2-0 後 A) 修士課程(2) 

96601 ◎ 
材料物理科学英語プレゼン

テーション第一 
0-0-2 前 D）  研

究
関
連

科
目 

96602 ◎ 
材料物理科学英語プレゼン

テーション第二 
0-0-2 後 D)   

 

 

 

 



表３ 材料物理科学専攻 専門科目群 

分類 
申告 

番号 
区分 授 業 科 目 単位数 学期

学習 

内容 
備  考 

96025 ◎ 結晶科学 2-0-0 前 A)  

96036 △ 固体の変形と力学 2-0-0 前 A)  

96041 △ 材料組織学 2-0-0 前 A)  

96030 △ 材料強度学 2-0-0 後 A)  

96042 □ 固体物性 I：電子物性 2-0-0 前 A)  

96043 □ 固体物性 II：磁性 2-0-0 後 A)  

96044 □ 固体物性 III：誘電体物性 2-0-0 後 A)  

96046 □ 固体物性 V：半導体物性 2-0-0 後 A)  

96028 ▽ 相平衡の熱力学 2-0-0 前 A)  

96045 ▽ 統計力学 2-0-0 後 A)  

96029 ▽ 固体の拡散と相転移 2-0-0 前 A)  

96033 ＊ 計算材料学 2-0-0 後 A)  

96034 ＊ エネルギー・環境材料 2-0-0 後 A)  

96035 ＊ ナノ材料テクノロジー 2-0-0 後 A)  

96010  表面・界面工学 2-0-0 後 A)  

96023  電子顕微鏡および回折 1-0-0 後 A) O 

24010  金属のミクロ組織 2-0-0 後 A) 他) 材料工学専攻

96054 ★ 
Advanced Course in Environmental 

Aspects and Porous Materials 
2-0-0 前 A) 

英語講義, O 

注 5) 参照 

96056 ＃ 
材料物理科学異分野特定課題研

究スキルＡ 
0-2-0 前 A) 他）環エネ院 

96057 ＃ 
材料物理科学異分野特定課題研

究スキル B 
0-2-0 後 A) 他）環エネ院 

28011 ◆ エネルギーマテリアル基礎特論 2-0-0 前 A) 
他) 環エネ院(個別

指定対応) 

28013 ◆ Scientific Writing 1-1-0 前 A) 
他) 環エネ院(個別

指定対応) 

40082 ◆ Intensive Thermal Engineering 2-0-0 後 A) 
他) 機械系 3 専攻・

環エネ院 (個別指

定対応) 

28009 ◆ エネルギー基礎学理 2-0-0 前 A) 
他 ) 環エネ院（個

別指定対応) 

専
攻
専
門
科
目 

28010 ◆ エネルギーデバイス基礎特論 2-0-0 前 A) 
他) 環エネ院(個別

指定対応) 

96501  材料物理科学特別講義 第一 1-0-0
前・

後 
B)  

96502  材料物理科学特別講義 第二 1-0-0
前・

後 
B) 

 

96503  材料物理科学特別講義 第三 1-0-0 前 B)  

96504  材料物理科学特別講義 第四 1-0-0 前 B)  

96505  材料物理科学特別講義 第五 1-0-0 後 B)  

他
専
門
科
目 

96506  材料物理科学特別講義 第六 1-0-0
前・

後 
B) 

 



96037  
材料物理科学専攻インターンシッ

プ第一Ａ 
0-0-1 前 B) 

 

96038  
材料物理科学専攻インターンシッ

プ第一Ｂ 
0-0-1 後 B) 

 

96039  
材料物理科学専攻インターンシッ

プ第二Ａ 
0-0-2 前 B) 

 

96040  
材料物理科学専攻インターンシッ

プ第二Ｂ 
0-0-2 後 B) 

 

96051  
材料物理科学派遣プロジェクト第

一 
0-0-4 前 B) 

博士一貫プログラ

ム用科目 

96052  
材料物理科学派遣プロジェクト第

二 
0-0-4 後 B) 

博士一貫プログラ

ム用科目 

  

上記の他専門科目に加えて， 他

専攻及び各教育院の専門科目群

の授業科目(自専攻の専攻専門科

目を除く） 

    

  （注） １）◎印を付された授業科目は，必ず履修しておかなければならない授業科目で，備考欄の(1)，(2)などは履修年次

を示す。 

      ２）△印，□印，▽印および＊印を付された授業科目は，選択必修の授業科目で，履修すべき科目の数等の詳細は

付図１に示されている。 

      ３）一部の授業科目は隔年開講となっており，備考欄中の E は西暦年の偶数年度に，同じく O は奇数年度に開講す

るもので，何も書いていないものは毎年開講の授業科目である。 

      ４）★印を付された授業科目は，国際大学院プログラムにも対応する科目である。 

      ５）材料工学専攻の国際大学院コース科目「Advanced Course in Environmental Aspects and Porous Materials」を過

去に単位取得したものは，単位を申請・取得することはできない。 

      ６）◆印を付された授業科目は、リーディング大学院「環境エネルギー協創教育院」プログラムに対応する科目を表す。 

      ７）＃印を付された授業科目は、リーディング大学院「環境エネルギー協創教育院」に所属する他専攻の学生のみ、

他専門科目として履修することができる。 

      ８）備考欄中の環エネ院(個別指定対応)の授業科目は、リーディング大学院「環境エネルギー協創教育院」に所属す

る学生から専攻専門科目とみなすよう申請し、受理された場合には専攻専門科目として扱う科目である。 

 
 

 

表４ 材料物理科学専攻 大学院教養・共通科目群 

分類・申告番号・授業科目 単位数 学期
学習

内容
備  考 

大学院国際コミュニケーション科目 D） 

大学院総合科目 D） 

大学院広域科目 D） 

大学院文明科目 D） 

大学院キャリア科目 D） 

大学院留学生科目 D） 

専
攻
指
定 

96031 人間社会と材料 2-0-0 後 
B)，

E) 

・左記各研究科共通科目

及び専攻指定科目より

選択 

 

・大学院留学生科目は，

外国人留学生に限り履

修可能とする。 

 



 

付図１ 材料物理科学専攻における選択必修科目の分類と履修すべき科目の数 

 

修士論文研究 

修士論文研究では，一連の研究プロセスを体験し，問題設定能力，問題解決力やコミュニケーション力の

向上を目指す。そのための修士論文研究の流れを付図２に示す。 

 

     
付図２ 材料物理科学専攻修士課程における修士論文研究の流れ 



【博士後期課程】 

人材養成の目的 
本課程では，材料科学および材料工学分野の専門学力を身につけ，異分野の研究者・技術者と英語で

コミュニケーションするための基礎学力と積極性を有し，持続可能な社会の構築に向けた新技術を創成する

能力を兼ね備える，卓越したグローバルリーダーの養成を目的としている。 

 
学習目標 

本課程では，上記の目的のために，次のような能力を修得することを目指す。 

 ・ 材料科学および材料工学分野における高度な専門学力と課題設定・解決能力 

 ・ 材料科学および材料工学分野以外の広い理工系分野における発展的基礎学力 

 ・ 英語による論理だった説明と文書作成ができ，課題の解決に向けた議論をリードする能力 

 ・ グローバルリーダーとしての資質と倫理観 

 

学習内容 

本課程では，上記の能力を身につけるために，次のような内容に沿って学習する。 

Ａ） 高度な専門学力と課題設定・解決能力 

各自の研究テーマに取り組むなかで，最先端を拓く専門学力と課題設定・解決能力を修得する。 

Ｂ） 広い理工系分野における発展的基礎学力 

各自の研究テーマの周辺領域への理解を深める学習を行う。 

Ｃ） 博士論文研究 

博士論文研究を実施し，材料科学および材料工学分野における最先端研究を行う能力を修得する。 

Ｄ） リーダーシップ能力と倫理観 

研究発表やセミナー参加の機会を通じて，課題の解決に向けた議論を英語によるコミュニケーション

力でリードする能力とグローバルな観点から倫理的に研究テーマを考察する能力を修得する。 

 
修了要件 

本専攻の博士後期課程を修了するためには，次の要件を満たさなければならない。 

１。博士後期課程に所属した期間に対応する表５に示す講究科目を取得していること 

２。専門誌等での論文受理，国際会議での発表等により，研究成果を公開していること 

３。博士論文審査を経て，最終試験に合格すること 

 

表 5 材料物理科学専攻 博士後期課程研究科目群 

分類 
申告番

号 
区分 授 業 科 目 単位数 学期

学習 

内容 
備  考 

96801 ◎ 材料物理科学講究第五 0-2-0 前 A) 博士後期課程(1) 

96802 ◎ 材料物理科学講究第六 0-2-0 後 A) 博士後期課程(1) 

96803 ◎ 材料物理科学講究第七 0-2-0 前 A) 博士後期課程(2) 

96804 ◎ 材料物理科学講究第八 0-2-0 後 A) 博士後期課程(2) 

96805 ◎ 材料物理科学講究第九 0-2-0 前 A) 博士後期課程(3) 

講 

究 

科 

目 

96806 ◎ 材料物理科学講究第十 0-2-0 後 A) 博士後期課程(3) 

（注） １）◎印を付された授業科目は，必ず履修しておかなければならない授業科目で，備考欄の(1)，(2)などは履修年次を示

す。 

 



博士論文研究 

博士論文研究では，問題解決力に加えて，問題設定能力を培い，さらに英語によるコミュニケーション力

の向上を目指す。また，博士学位の取得に向けては，付図３に示すような流れとなる。 
 

   
付図３ 材料物理科学専攻博士後期課程における博士論文研究の流れ 

 
※ 博士一貫教育プログラムにおいては別途要項を参照のこと 



〔教 授 要 目〕 

 

96025 

結晶科学（Crystals Science） 

前学期 2－0－0  ○佐々木 聡 教授・内海 研一 教授 

結晶の構造と物理的特性について概観し，Ｘ線・粒子線回折を使って理解される結晶科学の基礎を講述

する。 

96036 

固体の変形と力学（Deformation and Mechanics of Solids） 

前学期 2－0－0  ○加藤 雅治 教授・尾中  晋 教授 

本講義は，前半部と後半部に分けて，二人の教員が担当して行なう。前半部では，固体の変形や弾性状

態を定量的に扱うために不可欠な線形弾性論とマイクロメカニックスの基礎を解説する。後半部では，転位を

中心とする格子欠陥の役割を明らかにしながら，結晶性材料における変形や強化の機構を系統的に解説す

る。 

96041 

材料組織学（Microstructure Control of Materials） 

前学期 2－0－0  ○木村 好里 准教授 

材料の機能と特性は，原子・分子レベルで特徴づけられる物性，内部構造である組織の形態によって決

定される。複数の物質が複合化する場合は特に組織の影響が大きい。材料の組織制御によって機能特性を

設計できるため，ナノからマクロのマルチスケールで材料組織を理解することが重要である。本講義では，物

質の地図として組織形成過程の理解には欠かせない状態図を３元系まで学び，熱力学に基づく相平衡や相

変態，結晶構造と弾性ひずみに基づく界面エネルギーなどの視点から，組織の形成過程と原理を理解して，

組織と機能特性の関係を考える。 

96030 

材料強度学（Mechanical Properties of Structural Materials） 

後学期 2－0－0  ○熊井 真次 教授・赤津  隆 准教授 

金属やセラミックスは社会を支える代表的な基盤材料であり，各種構造物や輸送機器用材料として用いら

れている。これらを安全に使用し，またさらに優れた材料を開発するためには，材料の力学的特性とその発

現機構に関する深い理解が不可欠である。本講義では，主として金属，セラミックスならびにそれらの複合材

料について塑性変形や強度，破壊や疲労など基本的な力学的性質について学ぶとともに，材料強度の評

価法と材料選択の方策について習得する。 

96042 

固体物性Ⅰ：電子物性（Solid State Physics Ⅰ：Electronic Properties） 

前学期 2－0－0  平山 博之 教授 

固体内電子のバンド構造をFree electron的およびTight binding的な立場から眺めることにより，新規な機

能を持つ材料の設計や物性予測に不可欠な固体内電子状態の定性的・定量的な捕らえ方や，低次元ナノ

構造に現れる電子状態の特徴などについて解説する。 

96043 

固体物性Ⅱ：磁性（Solid State Physics Ⅱ：Magnetism） 

後学期 2－0－0  谷山 智康 准教授 

物質の磁性は，その多様性から太古の昔より人々を魅了し，また現在では，ハードディスクに代表される多

くの情報記録デバイスの基本動作原理を提供するまでに至っている。本講義では，磁性の発現メカニズムか

ら出発し，局在電子系（絶縁体）と遍歴電子系（金属）のそれぞれに特徴的ないくつかの磁気秩序について

解説し，物質の磁性を理解するために必要な基礎的な考え方の習得を目指す。さらに，磁気特性を利用し

た最先端デバイス応用技術について紹介する。 

96044 

固体物性Ⅲ：誘電体物性（Solid State Physics Ⅲ：Dielectric Properties） 

後学期 2－0－0  伊藤 満 教授 



かつての誘電体の物理は古典物理学で大部分理解できた。これは，誘電体の研究がほとんど相転移と関

連付けて説明できるからである。相転移を担うのは原子，分子のそれまでの平衡位置からの変位であるから

必然的に結晶構造の変化を伴う。この相転移の機構の基本的理解は古典物理的概念の延長として理解さ

れている。一方，磁性体を中心とする現象の多くは電子系の量子統計的振る舞いとして電子論的に理解さ

れている。本講義では，これらの状況を説明しつつ誘電体結晶の物質群での位置づけを理解し，さらに最新

の量子論的な取り扱いまで説明を試みる。 

96045 

統計力学(Statistical Mechanics) 
後学期 2－0－0  中辻 寛 准教授 

Boltzmannの関係式に基づき，Lagrangeの未定乗数法を用いて分配関数を求める数学的な手法につ

いて説明する。さらに，正準集合や大正準集合に対する分配関数とHelmholtzエネルギーやグランド

ポテンシャルの関係について解説する。これらを用いて，格子振動，電子，磁気スピン等に起因する

エントロピーを評価し，EinsteinモデルやDebye モデルにより熱容量を解析的に記述する方法につい

て紹介する。 

96046 

固体物性Ⅴ：半導体物性（Solid State Physics Ⅴ：Physics and Chemistry of Semiconductors） 

後学期 2－0－0  ○細野 秀雄 教授・林 克郎 准教授・平松 秀典 准教授 

材料科学の立場から半導体物性・デバイスのエッセンスを概説する。 

半導体物理の詳細を学ぶよりもむしろ，物質科学・材料科学の視点から，身近な電子デバイスの動作原

理，構造，評価方法が理解できることを目標とする。 

96028 

相平衡の熱力学（Thermodynamics for Phase Equilibria） 

前学期 2－0－0  ○曽根 正人 准教授・梶原 正憲 准教授（西暦偶数年度 梶原，西暦奇数年度 曽根） 

材料学を理解するための最も重要な基礎学問は，熱力学である。本講義では，解析的な取扱いの容易な

合金材料の相平衡に着目し，材料熱力学の基礎について分かり易く説明する。すなわち，熱力学の基本原

理である「第一法則」および「第二法則」の意味について詳細に説明し，「内部エネルギーの最小則」および

「エントロピーの最大則」として知られる熱力学的安定条件を導出する。この熱力学的安定条件を用いると，

材料の平衡状態は単一の基本関係式により完全に記述できる。この結論に基づき，平衡状態図を計算する

方法等を紹介する。 

96029 

固体の拡散と相転移(Diffusion and Phase Transition in Solids) 
前学期 2－0－0  ○梶原 正憲 准教授・阿藤 敏行 准教授 

固体材料における拡散と相転移による組織形成過程について説明する。拡散については，Fickの第

1法則と第2法則の物理的な意味を述べ，同法則の解析解を求めるための数学的な手法について紹介す

る。また，相互拡散係数，固有拡散係数，自己拡散係数等，種々の拡散係数の関係について解説する。

一方，相転移については，原子間距離の大きな減少に伴う高圧力誘起の相転移について紹介する。ま

ず，近年まったく新しい描像が生まれつつある単体元素の高圧相転移について，周期律表に従って概

観する。また，結晶化学的な見地から，化合物の相転移に見られる一般的な法則について解説する。 

96033 

計算材料学（Computational Materials Science） 

後学期 2－0－0  ○若井 史博 教授・梶原 正憲 准教授・神谷 利夫 教授 

材料科学の分野では，電子・原子レベル，メゾスコピックおよび巨視的スケールの各階層における構造と

それらの構造に起因する材料物性を，最新のコンピュータサイエンスの成果に基づくモデリングとシミュレー

ションによって理解および制御する手法が著しい速さで進歩している。本講義では，これらの手法の基礎とな

る数値計算アルゴリズムについて分り易く説明する。また，分子動力学，状態図計算，材料組織形成等のプ

ログラミング法，コンピュータ・ソフトウェアを紹介し，可能であれば計算機演習室での実習を行う。 

96034 

エネルギー・環境材料（Materials for Energy Conversion and Environmental Protection） 



後学期 2－0－0  ○神戸 洋史 教授・吉永 直樹 教授 

近年の材料設計と開発は化石燃料をはじめとするエネルギー源の有効利用，新たなエネルギー源の創製

ならびにCO2排出削減や材料のリサイクルに代表される地球環境の保護に資することが最重要の条件となっ

ている。本講義では，主として自動車の燃費の向上や，エネルギー分野などで要求される材料開発と生産技

術開発の実例を挙げながら，環境にやさしいシステムの構築とそのために必須な材料についての考え方を

学ぶ。 

96035 

ナノ材料テクノロジー（Nanomaterials Technology） 

後学期 2－0－0  五十嵐 信行 准教授・蟹澤  聖 教授・日比野 浩樹 教授 

近年ナノスケールの材料物性や材料のミクロな性質を用いた機能の発現が注目されている。本講義では，

ナノ材料の物性，作製，評価，応用に関する最新の研究状況を幅広く解説することを通して，ナノ材料技術

が潜在的に持っている可能性を浮き彫りにするとともに，発展の方向性を展望する。 

96010 

表面・界面工学（Surface and Interface Engineering） 

後学期 2－0－0  須崎 友文 准教授 

固体をエレクトロニクス，触媒などに応用する際，表面および界面の電子状態の理解と設計がきわめて重

要となる。本講義は，固体物性の基本を履修した学生を対象とし，固体表面・界面の基礎，電子状態設計の

さまざまな方法，さらに表面・界面特有の観測手段について講義する。なお，基本的には，前学期開講の

「結晶科学」「固体物性Ｉ：電子物性」の履修を前提とする。 

96023 

電子顕微鏡および回折（Electron Microscope and Diffraction）                西暦奇数年度開講 

後学期 1－0－0  山本 直紀 准教授 

電子顕微鏡法は，物質の示すマクロな性質をミクロな構造から理解し研究を進める広い分野で活用される

研究手法である。材料科学においては多くの場合結晶物質が研究の対象となるので，電子顕微鏡像の形成

過程における電子回折現象の理解なしには研究が進められない。本講義では，結像過程および電子回折

の基礎と具体的応用について詳述する。 

96031 

人間社会と材料（Materials in Human Society） 

後学期 2－0－0  ○真島  豊 教授・内海 研一 教授・里 達雄 教授 

環境負荷，エレクトロニクスなど，21世紀の人間社会のライフラインとして重要な対象に対して，材料研究

開発がなすべき課題の現状と今後を展望する。また，研究開発結果を社会に適用する際に重要となる知的

財産権制度を概観する。主なテーマは，エネルギーを有効利用するための材料技術，ナノスケール材料の

エレクトロニクス応用・知的財産権制度，知的財産権を譲る心構え／仕組みなどである。 

96054 

Advanced Course in Environmental Aspects and Porous Materials     西暦奇数年度 英語開講 

Spring Semester (Odd years) 2－0－0  Prof. Kiyoshi Okada 

Various aspects on geo-environmental aspects and porous materials applicable to these aspects, i.e., 

preparation methods, characterization and applications, will be explained.  

96601，96602 

材料物理科学英語プレゼンテーション第一，第二（English Presentation in Materials Science and Engineering I, II） 

前学期（第一），後学期（第二） 各0－0－2  専攻長 

修士課程１年次の学生を対象として，各自の研究内容を英語でプレゼンテーションするためのスキルとテ

クニックを習得させる。 

96701～96704 

材料物理科学講究第一～第四（Seminar in Materials Science and Engineering Ⅰ～Ⅳ） 

前学期（第一，第三），後学期（第二，第四） 0－2－0  各教員 

修士課程の学生を対象とし，専攻しようとする分野に関連のある専門書や文献につき，輪読，討論を行うも

のである。 



96801～96806 

材料物理科学講究第五～第十（Seminar in Materials Science and Engineering Ⅴ～Ⅹ） 

前学期（第五，第七，第九），後学期（第六，第八，第十） 0－2－0  各教員 

博士後期課程の学生を対象とし，高度な専門分野の輪講，演習，実験，製図，討論等を行うものである。 

96501～96506 

材料物理科学特別講義第一～第六（Special Lecture for Materials Science and Engineering Ⅰ～Ⅵ） 

前学期（第一，第二，第三，第四），後学期（第五，第六） 1－0－0  各教員 

材料物理科学関係の学術技術の最新の進歩について，各教員がそれぞれの専攻する分野において特

別の題目を履修させる必要がある場合に開講するものである。 

96501 

材料物理科学特別講義第一 

前あるいは後学期 1－0－0  未   定 

96502 

材料物理科学特別講義第二 

前あるいは後学期 1－0－0  未   定 

96503 

材料物理科学特別講義第三 

前学期 1－0－0  寺西 利治（非常勤講師）・中川 勝（非常勤講師）・松本 和彦（非常勤講師） 

ナノスケール材料はバルク材料とは異なる機能が期待でき，それらを組み合わせた電子デバイスの構築

は次世代のデバイスとして期待されている。本講義では，「ナノスケール材料を用いた電子デバイス構築に

むけた基礎と展望を学ぶ」ことを目的として，材料合成，作製プロセス，デバイス構築という観点から，第一線

で活躍する世界的に著名な研究者３名を非常勤講師としてお招きし，それぞれの分野における基礎から今

後の展望について理解することを目指す。 

96504 

材料物理科学特別講義第四 

前学期 1－0－0  太田 裕道（非常勤講師）・廣瀬 左京（非常勤講師）・梶原 浩一（非常勤講師） 

地球の表面付近に存在する元素の存在比（重量%）のトップは酸素であり，次いでシリコン，アルミニウム，

鉄と続く。すなわち，環境・エネルギー問題が騒がれる昨今，資源として利用できる材料の多くは，資源的に

豊富な金属元素と酸素を組み合わせた酸化物が主役となっていく必要がある。本講義では，「酸化物を基軸

とした機能性材料探索の新展開」と銘打って，酸化物を主体とした半導体，セラミックス，光デバイスの各分

野において第一線で活躍する世界的に著名な材料科学者３名を非常勤講師としてお招きして，それぞれの

分野における基礎から最新の話題までを講述していただく。 

96505 

材料物理科学特別講義第五  

後学期 1－0－0  天野 浩（非常勤講師）・秩父 重英（非常勤講師）・藤岡 洋（非常勤講師） 

96506 

材料物理科学特別講義第六 

前あるいは後学期 1－0－0  未   定  

96037 

材料物理科学専攻インターンシップ第一Ａ 

（Internship for Materials Science and Engineering IA） 

前学期 0－0－1  専攻長 

96038 

材料物理科学専攻インターンシップ第一Ｂ 

（Internship for Materials Science and Engineering IB） 

後学期 0－0－1  専攻長 

96039 

材料物理科学専攻インターンシップ第二Ａ 



（Internship for Materials Science and Engineering IIA） 

前学期 0－0－2  専攻長 

96040 

材料物理科学専攻インターンシップ第二Ｂ 

（Internship for Materials Science and Engineering IIB） 

後学期 0－0－2  専攻長 

96051 

材料物理科学派遣プロジェクト第一 

（Materials Science and Engineering Off-Campus Project I） 

前学期 0－0－4  各教員 

96052 

材料物理科学派遣プロジェクト第二 

（Materials Science and Engineering Off-Campus Project II） 

後学期 0－0－4  各教員 

 




